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３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

高尾野運動場内ごみステーションに定められた日に可燃・不燃・リサ
イクルのゴミを分別収集し運搬する。

主として出水市内の自治会未加入者世帯

４　事務事業の対象・手段・意図

目会計 款 細目
01

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

主として、高尾野運動場内ごみステーションの維持管理を行い、分別方法の周知と理解を深めることにより、ごみ
の減量化・資源化に努め、環境美化を図り、高尾野地域にあっては不法投棄の撲滅を目指す。

・高尾野運動場内ごみス
テーションの維持管理業務
・公用車維持管理業務

・高尾野運動場内ごみス
テーションの維持管理業務
・公用車維持管理業務

・高尾野運動場内ごみス
テーションの維持管理業務
・公用車維持管理業務

・高尾野運動場内ごみス
テーションの維持管理業務
・公用車維持管理業務

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

記入者名

02
項

21

04

平成
豊かな緑ときれいな水を未来に引き継ぐまちづくり

　予算細々目名

家庭ごみ対策

事務事業名 じんかい処理事業 平成

根拠法令・条例、関連計画等

事業期間

施　　策

細 施 策

平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート

高尾野支所市民福祉課 429内線

実施計画
１　基本事項

北園貢部等名 市民福祉部 課等名

00301

H22年度の事業概要 H25年度の事業計画
H23年度の

事業概要・計画
H24年度の事業計画

高尾野地域

総合計画上の
位置付け

基本方針

出水市廃棄物の処理及び清掃に関する条例、出水市環境基本計画等

環境衛生・環境美化の推進

年度年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

高尾野運動場内ごみステーションの維持管理を行い、分別方法の周知と理解を深めることにより、ごみの減量化・
資源化に努め、環境美化を図る。
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

二次評価と同様に継続とする。

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標

活
動
指
標

24年度

②

理由

①

有
効
性

　成果指標を向上させる余地はないですか

理由

自治連との調整が難しいため廃止は困難である。また、不法投棄が増大し、その解消に多額の費用
が必要になると推測される。□ な　い

■

あ　る

不法投棄の根絶は困難であるが、速やかな対応は不可避である。
□ あ　る

■

25年度
目標

23年度

薩摩川内市では、旧川内市（自治会がないところがある）、旧各町においてそれぞれ公設のごみス
テーションを設置し、未加入者に対応している。

平成23年度において必要最小限の予算を組んでいるので削減の余地はない。□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）
効
率
性

■

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか

■ な　い 理由

□ 

な　い 理由

類似事業はなく、統合の可能性はない。
□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に継続とする。

□ は　い 理由

いいえ

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

今後も未加入世帯の家庭ごみの適切な分別・収集に努め、更なるリサイ
クルの推進等によりごみの減量化及び不法投棄ごみの減少化を進める。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

目標値

１　指標の推移
22年度

指 標 名 単位

kg

目標
区分

最終目標
年度

事務事業評価（事後評価）

未加入ステーションリサイクル量
(アルミ缶のみ）

不法投棄苦情件数(高尾野地域）

　今後の方向性（総合評価）

①

②

確認できた不法投棄者訪問 件

件

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

1,000 1,100 1,200

0

964

実績 目標

13 4

2

8

0

6

0


